
■特に男性のデリケートエリアのこんな症状にお使いください
・汗をかくとかゆくなる ・ムレるとかゆくなる
・下着にスレるとかゆくなる ・皮ふが乾燥してかゆくなる
■デリケートエリアがかゆくなるにはわけがあります
・刺激に敏感…陰部周辺部、脇、首などは、非常にデリケートな部位で、外部からのちょっとし

た刺激にも敏感に反応してしまう皮ふ構造をしています。
・刺激が多い…汗腺が発達しているうえ下着などに覆われているため、汗・ムレや下着とのスレ、

雑菌の繁殖など、かゆみを引き起こす刺激が多く発生する場所です。
これらの要因が重なることで、デリケートエリアはかゆみやかぶれが起きやすくなっています。

■デリケアエムズの特長
デリケアエムズは、デリケートエリアのかゆ
みを考えて開発された治療薬です。スッキリ
としたクール感が、かゆみ感覚をすばやく鎮
め、3つの特長（かゆみを止める、炎症を鎮
める、雑菌を抑える）で、悪化の要因となる
かゆみの悪循環を抑えます。汗やムレの多い
デリケートエリアに適したサラッとべたつか
ないクリームタイプです。

■治療のポイント
か

かゆみを我慢できずに掻いていると、皮ふに
ダメージを与え、ただでさえデリケートな部
位をいっそう敏感にしてしまいます。その結
果、炎症が起こったり、かゆみが強くなって
しまう悪循環を招きます。治療のポイントは、

か

かゆみを早く止めて、掻かないようにするこ
とです。
■デリケアエムズはここに効く

使用上の注意

相談すること
１．次の人は使用前に医師又は薬剤師に相談してください
�1医師の治療を受けている人。
�2本人又は家族がアレルギー体質の人。
�3薬や化粧品等によりアレルギー症状（発疹・発赤、かゆみ、かぶれ等）を起こしたことがある人。
�4湿潤やただれのひどい人。

２．次の場合は、直ちに使用を中止し、この説明文書をもって医師又は薬剤師に相談してください
�1使用後、次の症状があらわれた場合。

�2 5～6日間使用しても症状がよくならない場合。

2010年8月作成 ご使用に際して、この説明文書を必ずお読みください。
また、必要な時に読めるよう大切に保管してください。

鎮痒消炎剤

●男性のデリケートエリアのかゆみと言えばいんきんたむしを疑いがちですが、陰のうのかゆみは、ほとんど
の場合いんきんたむしが原因ではありません。
●いんきんたむしの症状は内股でよく見られます。患部は赤いぽつぽつが堤防状に盛り上がって環状に広がり、
強いかゆみを伴います。いんきんたむしの原因は白癬（はくせん）菌というカビ（真菌）の一種です。デリケア
エムズは白癬菌には効果がありませんので、いんきんたむしが疑われる場合は、医師又は薬剤師に相談され
ることをお勧めします。

クール感がお好みの女性の方にもお使いいただけます

関係部位 症 状
皮 ふ 発疹・発赤、かゆみ、はれ

販売名：デリケアエムズ



本剤にステロイド成分は配合されていません

成 分 分 量 は た ら き

ジフェンヒドラミン塩酸塩 2.0� かゆみを止める。

グリチルレチン酸 0.2� 生薬由来成分で、かぶれなどの炎症を鎮める。

イソプロピルメチルフェノール 0.1� 雑菌の繁殖を抑える。

�‐メントール 0.5� 清涼感を与え、かゆみを鎮める。

トコフェロール酢酸エステル 0.5� 血行を促進し、患部の回復を早める。

効能

かゆみ、かぶれ、ただれ、しっしん、皮ふ炎、じんましん、あせも、虫さされ、しもやけ

用法・用量

１日数回、適量を患部に塗布してください。
＜用法・用量に関連する注意＞
�1定められた用法・用量を守ってください。
�2小児に使用させる場合には、保護者の指導監督のもとに使用させてください。なお、本剤の使
用開始目安年齢は生後３カ月以上です。

�3目に入らないように注意してください。万一目に入った場合には、すぐに水又はぬるま湯で洗
ってください。なお、症状が重い場合（充血や痛みが持続したり、涙が止まらない場合等）には、
眼科医の診療を受けてください。

�4本剤は外用にのみ使用し、内服しないでください。
�5粘膜部分には使用しないでください。

成分とそのはたらき

有効成分（100�中）

添加物としてポリオキシエチレンセチルエーテル、ショ糖脂肪酸エステル、セタノール、ステアリルアルコール、
エデト酸Na、ジイソプロパノールアミン、カルボキシビニルポリマー、１，3－ブチレングリコール、トリイソオ
クタン酸グリセリンを含有します。

保管及び取扱い上の注意

�1小児の手のとどかない所に保管してください。
�2高温をさけ、直射日光の当たらない湿気の少ない涼しい所に密栓して保管してください。
�3他の容器に入れかえないでください。（誤用の原因になったり品質が変わります。）
�4使用期限（ケース及びチューブに西暦年と月を記載）をすぎた製品は使用しないでください。
使用期限内であっても、品質保持の点から開封後はなるべく早く使用してください。

�5使いやすいラミネートチューブです。破れにくい特長がありますが、強く押すと中身が飛び出
す場合があります。チューブ尻から順次軽く押し出すようにして使用してください。

製造販売元
�登録商標

SS０５

お子さまが誤ってデリケアエムズを口にした場合
�まず、口の中の物をふき取ってあげてください。
�少しなめた程度では影響はありません。ただし、たくさん口にすると眠気があらわれること
があります。

�１時間ほど様子をみて、呼吸などに異常がある場合は、医師に診てもらってください。
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